












目的;Reye 症候群がアスピリン使用例に認められるとの報告は少なからずあり、何等かの

関連が疫学的に示唆されている。一方カルニチンは、全身型欠損症が Reye 症候群と極めて

類似した症状を呈する事からも注目されているが､この代謝的役割は最近では脂質代謝全

般に渡っていると考えられている。我々は Reye 症候群に見られる肝の脂肪変性に注目し、

カルニチンとアスピリン投与の関連について基礎的検討を行なった。まずアスピリン投与

を受けている患児におけるカルニチン代謝変化、次にアスピリン投与マウスの血中および

主要臓器内でのカルニチン濃度変動について、組織学的所見を含めて検討を行なった。 


